





















































































































1910 年８月 1910 年末 1912 年末 1913 年末 1916 年６月
需要
家数 － 406 口 584 口 3,692 口 6,275 口











































































大原孫三郎 （倉敷電燈社長） 久山猪八郎 （津山電気）
佐藤　栄八 （倉敷電燈） 有元　　立 （津山電気）
横手保太郎 （倉敷電燈） 福井　純一 （津山電気）
監　査　役
岡田　義平 （倉敷電燈） 土居　道博 （津山電気）




































林　徹太郎 （旧倉敷電燈） 有元　　立 （旧津山電気）
久山猪八郎 （旧津山電気） 岡本　佐市 （不明）
監　査　役







































　  *  岡山水電の本社は東京市京橋区であったが、事業目的は「勝山町に水力発電所を建設し岡山市に送電、電力供
給を行うこと」であったことから、岡山に分類した。











































１） 倉敷市史研究会（1997）.『新修倉敷市史11史料　近代（上）』, 倉敷市. 1230頁．
２） 前掲1）. 836-837頁．
３） 倉敷紡績株式會社社史編纂委員（1953）.『回顧六十五年』, 倉敷紡績株式會社.133-134頁． 倉敷電燈は1909年10月1
日創立、 代表取締役に大原孫三郎、 取締役に岡田義平、 河原宇平、 林徹太郎、 木村荘平の4名が記され、1910年8月に点
燈数641燈で営業を開始したとされており、 倉敷電燈を倉敷紡績電化工場計画における副産物と位置づけている。し
かし史実としては、大原が代表取締役に就任したのは1912年4月であることが確認できる。 なお、大津寄勝典（2004）.
『大原孫三郎の経営展開と社会貢献』, 日本図書センター. 165頁．注釈10によれば、 監査役に原田安治、 内田繁造の2名
が就任（稿本、江口邦之（1955）.『敬堂大原孫三郎伝・草案』, 倉敷紡績記念館所蔵. 356-357頁による。）していること
が確認できる。
４） 大原孫三郎傳刊行会編集（1983）.『大原孫三郎傳』, 中央公論事業出版. 99-100頁．「後者は明治42年認可を得て、 10
月に資本金四万円、 二百キロワットの発電電力をもって設立された」（「後者」は、 倉敷電燈を指す。）とあるが、発電電
力が200KWになったのは名田発電所設立時である。
５） 中国地方電気事業史編集委員会（1974）.『中国地方電気事業史』, 中国電力. 208頁． 資本金の払込額は、旧津山電気
が320,000円、旧倉敷電燈が225,000円であった。
６） 前掲5）． 207頁． 中国電気の資本金6万円のうち、払込額は15,000円であった。 また、 玉島電気の本社所在地は中国電
気と同じであり、 解散するまで未開業であった。




８） 前掲4）． 110-111頁． 中村純一郎は、孫三郎と閑谷黌以来の友人であり、 「旧津山電気側を抑えながら経営の刷新と
業務の拡張を実施した」 とされている。
９） 前掲4）． 186頁． 旧倉敷電燈が主張した鉄骨ではなく、 旧津山電気が主張した鉄筋コンクリートを採用した理由と
して、鉄相場の高騰が理由としてあげられている。
10） 中外産業調査會編纂（1939）.『人的事業体系 電力篇』, 中外産業調査会. 213頁． 大原が社長在任中に合併した会社
を東児島電気と岡山水電としているが、 備作電気が合併した電気会社の概要から合併した会社は東児島電気のみと
なる。
11） 中外商業新報編輯局編（1932）.『政治家群像』, 千倉書房. 118-122頁． 島根県出身の桜内幸雄は、 1910年には安田善
次郎とともに日本電燈会社を設立し、 その後十数社の役員になった。 1920年の原内閣の時に代議士になり、 1931年に
商工大臣、 1939年に農林大臣、 1940年に大蔵大臣に就任している。
12） 前掲4）． 187頁． 岡山水電の水力発電所は、 1922年8月に3,200KWの勝山発電所として完成した。
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